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前田建設工業の事業概要

売上高
4,921 億円

当期純利益
240 億円

従業員数
4,224 人

総資産
7,132 億円

（2019.3月末時点）連結データ

日本一、東洋一、世界一への挑戦

• “国内最大”のマンション

• “東洋一”のダム

• “世界最長・最深”の海底トンネル 等

→ 2016年には

国内初のコンセッション事業を獲得
THE TOKYO TOWERS 田子倉ダム

（総資産は2018.6月末時点）

仙台国際空港
（空港運営事業）

会社概要

創 業：1919年1月8日

創業理念：良い仕事をして顧客の信頼を得る

社 是：誠実 意欲 技術
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前田建設の経営の流れ

その時代において、私たちが取り組まなければならない
“社会からの要請事項”

社会（ステークホルダー）からの信頼
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現在の経営戦略

事業で培ったエンジニアリング力とノウハウで解決できる
“複雑・多様な社会課題”

社会（ステークホルダー）からの信頼
社会と当社がともに成長

より良い未来＝サステナブルな社会の構築に寄与
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その一つが、ICI総合センターの建設



「ＩＣＩ総合センター」の構成

取手市役所

取手市立取手
第二中学校

N

社有地
6,000㎡

ＩＣＩラボ
約53,000㎡

ＩＣＩ 人材
開発センター

約26,000㎡

（閉校）取手市立

白山西小学校
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既存樹木
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既存樹木の保存

構造 建築面積 延べ面積 最高高さ

ｴｸｽﾁｪﾝｼﾞ棟 RCS造 783㎡ 2,122㎡ 16m

ｶﾞﾚｰｼﾞ１ S造 3,660㎡ 4,982㎡ 16m

ｶﾞﾚｰｼﾞ２ S造 2,424㎡ 3,525㎡ 26m

ﾈｽﾄ棟 木造 702㎡ 644㎡ 8m



ＺＥＢ実現に向けた導入技術①

太陽光発電
屋上：110.7kW
壁面： 21.6kW

南面

井戸

水景

北面

トップライト

風を効率的に
取り入れる形状

風を効率的に
取り入れる形状

免震ピット利用
室外機置場

外ブラインド

自然換気(入口)

自然換気(取込口)

自然換気(出口)

外ブラインド(閉状態)

太陽光
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太陽光発電
(屋根＋南壁面)

内外ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ制御

ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄによる採光

画像ｾﾝｻｰ利用の
ﾀｽｸ&ｱﾝﾋﾞｴﾝﾄ照明

井水を利用した
熱源ｼｽﾃﾑ

免震ﾋﾟｯﾄへの水噴霧 免震ﾋﾟｯﾄ利用の
空調機高効率化

高効率空調機の採用

自然換気

直流給電ｼｽﾃﾑ膜天井利用
空気式放射空調

ﾃﾞｯｷｽﾗﾌﾞ利用
放射空調

ﾄｲﾚ洗浄水の雨水利用

太陽光ﾊﾟﾈﾙ下の熱利用

ﾃﾞｼｶﾝﾄ空調機の採用

太陽光ﾊﾟﾈﾙへの水噴霧

燃料電池排熱利用

外皮の高断熱化

ﾀｽｸ空調対応
小型床吹出口

・ハイブリッド蓄電
・CO2フリー水素利用

ＺＥＢ実現に向けた導入技術②
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ＺＥＢ化の目標

ZEB
Ready

Nearly
ZEB

ZEB 一般事務所ビル
（1,800MJ/㎡年)

に対して、

省エネ率 77％

665

414
【MJ/㎡年】

エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
量

エネルギー消費量

消費

生
産

1.00.5
基準化需要量

980

BELS基準値

エネルギー消費量▲50％ZEBの領域
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環境性能評価

11

最高ランク「★★★★★」『ZEB 』で、BELS第三者認証を取得

【建築物省エネルギー性能表示制度 「BELS」】

最高のＳランクで、評価認証を取得

【建築環境総合性能評価システム 「CASBEE」】
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ＬＥＥＤ Ｖ４ BD+C

【主な取り組みポイント】

・生物多様性を考慮した既存緑地の保護

・ZEBとオフィス環境における知的生産性を両立

・eco建材の活用

・放射空調、ﾀｽｸ＆ｱﾝﾋﾞｴﾝﾄ空調による室内快適性の向上

・BEMSによるエネルギー効率の最適化

合計
総合的
ﾌﾟﾛｾｽ

立地
と交通

敷地
選定

水の
利用

ｴﾈﾙｷﾞｰ
と大気

材料
と資源

室内
環境

革新性
地域
特性

84/
126

1/1 12/32 10/10 9/11 29/33 6/13 9/16 4/6 4/4

認証プレート

サーティフィケート

【環境性能評価システム「LEED V4 BD+C NC」】

・最高評価となるプラチナ認証を、国内第一号で取得
・得点の84ポイントは、世界で二番目に高い得点

評価項目と得点

BD+C：Building Design and Construction
NC：New Construction
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